
資料１ 

次期総合戦略における施策の考え方等について 

 

１ 富津市まち・ひと・しごと創生総合戦略は何のために策定するのか。 

 ⇒ 富津市人口ビジョン 2040 で定める将来展望「2040 年に人口 34 千人」の実現に

向けて必要な施策を定めるため策定する。 

 

２ 人口ビジョンに定める将来展望実現に向けた取組みの方向性は。 

 ⇒ 人口ビジョンの策定に当たり実施した調査・分析により明らかとなった課題に

取り組み、「住み続けたい、移住したい」と思う住民満足度の高い魅力的な富津市

を目指すとともに、多くの市民が幸福を感じている「結婚・出産・子育て・家族

との時間」について満足度が高まる取組みをする。 

 

 

・市民の希望出生率（1.83） 

・転出抑制（若年層の 10％） 

・ファミリー層転入（5年間で 300 人） 

 

 

 

「2040 年に人口 34 千人」の実現 

 

 

３ 総合戦略で定めるべき施策とは何か。 

 ⇒ 出生率の増加、若年層に係る転出の抑制、ファミリー層転入確保に資する施策 

 

４ 総合戦略で定めるべき施策はどのように決めるのか。 

 ⇒ 平成 30 年度に実施した市民アンケート、市外居住者アンケート及び市民委員

会並びにこれまでの創生会議における意見等を参考にして、出生率の増加、若年

層に係る転出の抑制、ファミリー層転入確保がなぜ進まないのか、課題を整理し、

その解決につながるものを施策として定める。 

 

５ 総合戦略における「基本目標」及び「基本的な施策の方向」の整理 

  平成 31 年度施政方針において、第一にひとの創生を掲げ、その中で子育てしや

すいまち日本一の実現をトップに位置付けていることから、従来の基本目標３「子

どもの笑顔があふれるまちへ」を基本目標１とする。 

また、従来の「基本的な施策の方向」を見直し、総合戦略で定めるべき施策につ

ながるものとする。 



総合戦略における「基本目標」及び「基本的な施策の方向」の再編案 

 

現 行 次 期 

基本 

目標 
基本的な施策の方向 

基本 

目標 
基本的な施策の方向 

３ 

①出会いの場を創出し、結婚の希望

をかなえる 

１ 

①出会う機会を増やし、結婚の希望

をかなえる 

②出産、子育てしやすい環境の整備 
②安心して出産、子育てできる環境

を整える 

③のびのび学ぶ教育環境の整備 ③のびのび学ぶ教育環境を整える 

１ 

①地域への愛着が育つ 

２ 

①地域の魅力をより多くの人に伝

える 

②自慢できる地域力の構築 

②自慢できる地域力を高める 

③高齢者や障がい者が地域で元気に

暮らす 

④地域ぐるみの防災、防犯体制の促

進 

２ 

①交通利便性を高める 

３ 
①くらしやすい環境を整える ②住環境の整備 

④生活環境の保全 

③移住者受け入れの環境整備 ②移住しやすい環境を整える 

４ 

①雇用の創出 

４ 

①働く“場”をつくる 

②地場産業の振興 ②地域の特色ある産業を盛んにす

る ③観光の振興 

 

６ 今後のスケジュール 

11 月    創生会議（素案説明） 

2 月    庁議（案決定）、議会全員協議会及び創生会議（案説明） 

パブリックコメント 

3 月    庁議（最終決定）、議会全員協議会及び創生会議（説明） 


